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Abstruct: The purpose of this study was to develop a generalized field research 
curriculum for junior high schools through the practice in the 2020 curriculum “the 
Period of Integrated Study” at Shiwa Junior High School in Higashi-Hiroshima City. 
The curriculum had a total of 23 hours for third-grade students, and was divided into 
the following 7 parts: 1) map work to learn about the geography and history in the area 
around the school, 2) fieldwork for all students to find research targets in the area, 3) 
desk work to choose the target each group and think about what and how to research, 
4) group fieldwork to clarify the question of the target, 5) desk work to analyze and 
summarize the results, 6) presentation, and 7) reflection. In many cases, we received 
advice from local people who were familiar with local history. In order to conduct a field 
research, we thought it is important for effective implementation of the field research 
to 1) choose the area around the school as the target area, 2) use old and new maps to 
understand historical changes in the area, and 3) have the local people actively support 
the project. The study confirmed the significance of the curriculum in terms of student 
growth and enhanced interaction between community and school. 
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はじめに 
 学校における，身近な地域を対象とした地域調

査は，地理教育分野を中心に数多くの実践や理論

的な検討が行われてきた（篠原，2001；池，2012；
吉田，2018 など）。池（2012）は，地域調査の意

義を，学習意欲を高め学習課題をもたせやすいこ

と，地域的特色をつかむ方法を修得しやすいこと，

子どもの貧弱化した原体験を補完できることなど

と指摘した。中学校においては，地域調査は社会

科地理的分野で扱うが，時間の確保が困難である

こと（宮本，2009）や，高校入試での出題がされ

にくいこと（池, 2012）の理由から十分に行われ

ていない。一方，中学校の「総合的な学習の時間」

で地域調査を行うことは，上記の問題を克服でき

る上，この科目の目標の一つである「実社会や実

生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，

情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現する

ことができるようにする」（文部科学省，2017）に

合致する。実際に，日本各地の中学校で「総合的

な学習の時間」に地域調査が行われてきた 1）。井

田（2002）は，地理教育の手法・視点が「総合的

な学習の時間」を支え，「総合的な学習の時間」の
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活動が地理教育で不十分な態度・価値形成を促す

相互補完の関係であることを指摘した。一方，地

域調査を行う課題として，担当教員が，地域調査

に習熟していないこと，あるいは，その地域を知

らないことなどが想定される。 
 本稿では，2020 年度に実施した東広島市立志和

中学校における「総合的な学習の時間」で地域調

査を行った取り組みを紹介する。この取り組みで

は，地理学の大学教員と大学院生が支援をしてい

るが，このような関わりがない場合でも，「総合的

な学習の時間」で地域調査が可能となる汎用性の

ある方策を検討することが，もう一つの目的であ

る。この論文の構成は，以下の通りである。まず，

授業の進め方を述べ，学校教員が感じた本授業の

成果と課題を示す。最後に中学校で地域学習カリ

キュラムを行う上での方策を提案する。 
 この研究の経緯は次の通りである。筆頭著者の

教員及び共著者の大学院生 3 名は，東広島市旧西

条町を対象とした地域調査に基づいて，地域の地

理や歴史に関する『西条地歴ウォーク』（横川・熊

原編著，2020）を刊行していた。共著者である三

宅校長が，この書籍で実施した地域調査を生徒に

取り組ませたいと発案したことによる。なお，

2021 年度も同様の方式で実施中である。 
 

授業の進め方 

1）授業の概要 
 本授業は，東広島市立志和中学校の 3 年生（38
名，1 クラス）の「総合的な学習の時間」として

実施し，期間は 2020 年 9 月中旬〜12 月初旬，時

間数は 23 時間である（表 1）。授業のテーマを「志

和地歴ウォークをつくろう〜ふるさと志和の暮ら

しの変化〜」とし，学校周辺の地域の現状や歴史，

地域が抱える問題などを，生徒自身の課題設定に

よって明らかにすることを意図した。授業の目標

は「自分の地域の未来について，最新のデータを

もとに考察し，提案する力を育てる」である。本

授業を担当した教員は，本稿の共著者である 3 年

生担当の教員の計 3 名であり，いずれも社会科の

教員ではない。授業では，生徒を 1 班あたり 4〜
5 名の 9 つの班にわけて，多くの場合班ごとに作

業を行った。また，中学校周辺の歴史に詳しい，

志和在住の東広島郷土史研究会会員の吉本正就氏

に，この授業全般にわたりアドバイスを頂いた。 
 
2）カリキュラムの内容 
 授業は，【導入】として地域学習について社会科

教員や校長が説明すると共に，1，2 年生時に実施

した地域調査について振り返りを行った。次に，

【情報の獲得】として，学校周辺の新旧の地形図

を用意し，各時代の土地利用を把握するために土

地利用別の色塗りを行った（図 1a）。色塗り作業

のやり方や意義は配付資料（図 2）に基づいて説

明した。用いた地形図は，昭和 4（1929）年【100
年前】，昭和 44（1969）年【50〜60 年前】（図 3），
平成 5（1993）年【20 年前】，地理院地図【現在】

の 4 枚であり，旧版地形図は国土地理院から購入

した。1 班約 4 名としていることから，班内で一

人一時代の地図を担当することを意図した。各土

地利用の色は予め統一している。地形図を各自塗

りおえた後，①100 年前と 50〜60 年前，②50〜
60 年前と 20 年前，③20 年前と現在ごとに，どこ

でどのような変化が生じているのかを，班の中で

意見を出し合った後，班ごとに発表してもらい，

最終的に中学校周辺の 100年間の土地利用の変化

をまとめ，クラス全員でその変化を共有した。 
 この地域の土地利用の変化を以下に紹介する。

学校周辺は，北に流れる関川へ注ぐ支流の小扇状

地にあたる。100 年前の土地利用は，扇央から扇

端にかけての地域に針葉樹林（アカマツ），扇端に

近い地域に集落などが広がっていた。集落内には

桑畑が点在していることから，養蚕と畑作が中心

表 1 本授業のカリキュラム 
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と考えられ，水田は見られない。50〜60 年前に

なると，扇央に水田や果樹園が広がるなど劇的

に変化している。その要因は終戦直後に大規模

な開拓が行われ，用水路が整備されたことによ

る。20 年前になると水田が荒れ地や畑に変わっ

ており，獣害や減反政策により転換したと見ら

れる。一方，20 年前と現在では大きな土地利用

の変化が認められない。以上の変化を，フィー

ルドワーク（以下，FW）の前に把握することで，

過去の暮らしの痕跡を現地で認識しやすくなる。 

図 2 地形図の土地利用別色塗り作業の配付資料

（オリジナルは A4 サイズ） 

図 3 土地利用別色塗り用の地形図（昭和 40
年代）の一例（オリジナルは A3 サイズ） 
生徒は中学校周辺の四角内のみを塗る。 

図 1 授業の様子 
a：情報の獲得（地図作業），b：課題の発見（全体フィールドワーク），c：課題の設定，d：課題の解

決②（班別フィールドワーク；池のゲート操作室），e：課題の解決②（班別フィールドワーク；農家

の人への聞き取り），f：結果の提示（プレゼンテーション） 
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 続いて，【課題の発見】として，全体 FW を 2 時

間にわたり実施した（図 1b）。FW を行う前に，

図 4 を用いて FW の目的や方法を説明した。この

FW の目的は，①現在や過去の暮らしがわかるも

のを記録すること，②自分でさらに調べたい課題

を見つけることであることを伝えた。また FW で

はワークシート（図 5）を携帯する。このシート

には土地利用別に色塗りをした新旧の地形図を載

せており，歩くルート及び，曲がる箇所にアルフ

ァベットを付した。これにより，現地で説明する

際に，生徒が現在地を地図上で把握しやすくなる

からである。FW では，ため池，神社，石碑，現

在の土地利用や過去の暮らしの痕跡などについて

簡単に説明した。なお，事前に大学側と学校側で

下見を行い，ルートの確定や，ルート上が安全か

どうか，どこで何を伝えるのかについて議論して

いる。全体 FW で歩いた距離は約 2.6km で，学校

から出発し，学校に戻るルートであり，観察しな

がら歩くと約 1 時間半かかった。 
 その後，【課題の設定】として，全体 FW を通し

て生徒各自で調べたい課題を班ごとに持ち寄って

話し合いを行い，班ごとに一つずつ課題を決定し

た。テーマの決め方は，生徒の自主性を重視した

が，内容が重複する場合は，少し異なるテーマに

変更してもらった。決まったテーマをみると，農

業関係（ため池・用水路，獣害，有機農業，酪農），

伝統的な家屋（家の間取り，赤瓦），神社，廃校と

なった高等学校を対象としたものであり，この地

域の景観や暮らしを特徴付けるテーマとなってい

る（表 2）。 
 次に，班別FWの準備として新聞記者を招いて，

取材の方法や，レポートのまとめ方を学んだ。 
 これらをふまえて，【課題の解決】を実施した。

まず，各班で決めたテーマに沿って，何をどのよ

うに調べるのか，何を誰に質問するのかを検討し

た（図 1c）。その際，どのようにまとめるのかに

ついて，著者らが以前調査した，東広島市内の戦

争遺跡を事例とした結果のまとめ方のプリント

（図 6）を作成して説明した。この時間で，取材

先へのアポイントメントも生徒自身で取った。班

別 FW では，各自のテーマに即して各種調査を行

った。ほとんどの班で，テーマにふさわしい方に

聞き取りを行った（図 1d, e）。3 日間設定してい

るのは，3 人の教員が聞き取りに同行するため，

FW を行う班の数を 1 日あたり 3 班に制限したこ

とによる。調査のない日はデータの整理や分析を

行っていた。これまでの成果をふまえて，【内容の 

図 4 フィールドワークの配付資料（オリジ

ナルは A4 サイズ） 

図 5 フィールドワークで携帯するワークシ

ート（オリジナルは A4 サイズ） 
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図 6 地域調査のまとめ方の配付資料 

（オリジナルは A4 サイズ） 

表 2 各班のテーマと概要 

図 7 完成したポスターの例 
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整理・分析】として，プレゼンテーションソフト

の Power Point などを用いて結果を整理した。全

9 班の内，7 つの班で地図や空中写真を用いてお

り，地図上で場所や位置関係・範囲をわかりやす

く示す意図がみられる。 
 調査を始めてから 2 ヶ月後に，【結果の提示】と

して，プレゼンテーションを行った（図 1f，図 7）。
1 班あたり 10 分の持ち時間で調査の結果を報告

した。プレゼンテーションには同級生だけでなく

地元の方も出席している。最後に，【振り返り】と

して，生徒個々で新聞に記事を投稿する形式で，

これまでの活動をまとめ，振り返りを行った。 
 
3）授業の評価方法 
 この授業に対する生徒の評価の方法を簡単に述

べる。先述した目標に照らして，表 3 の 3 つの観

点で総合的に評価した。具体的な方法としては，

3 学年担当の教員が，①「地図作業」「フィールド

ワーク」「取材活動」などの活動の状況と，②提出

されたワークシート（課題設定のプリントや地図

の色塗り作業），生徒が書いた新聞記事，冊子原稿

等などから評価した。 
 
4）外部との関わり 
 本授業では，大学の教員や大学院生，地域の歴

史に詳しい地元の方，先述の新聞記者が外部の協

力者として関わっている。大学は，授業に先立っ

て学校側と授業の進め方の打ち合わせを行い，情

報の獲得・課題の発見・課題の解決・結果の提示

の各授業で参画している（表 1）。質問があれば適

宜答えるようにしていたが，問いかけを重視して，

先入観を与えず，生徒自身で考えてもらうように

心がけた。また，授業で使う資料（図 2〜6）を作

成した。これらの資料は，基本的には毎年活用す

ることができる。一方，地域の歴史に詳しい地元

の方には，生徒からの問いに対する助言や，その

問いに対して説明できる適した方の紹介をして頂

いた。地元の方には，課題の解決・結果の提示の

各授業で参画して頂いた。 
 
5）生徒の感想 
 カリキュラムの最後の授業で書いた生徒の新聞

記事をまとめると，全員が調査の結果を簡潔に記

述している。一方，半数に近い 17 人が調査の感想

を，11 人が今後の調査への意欲を，3 人が郷土へ

の愛着を，4 人がこの授業が将来への生き方に資

することをそれぞれ記述している。新聞記事を意

識しているため，事実を中心に述べ，かつ文字数

が限定されている中での文章表現であることを考

慮する必要があるが，調査について適切にまとめ，

調査の感想や調査の意欲をコンパクトに表現して

いるといえよう。 
 

学校教員が感じた成果と課題 

 ここでは，この授業を担当した教員から示され

た成果と課題を紹介する。 
1）成果 
・「地図などの資料や FW での見聞から疑問点を

整理し課題を設定する」という学習の道筋を学ぶ

ことができた。 
・FW や調べ学習を通して，志和中学校周辺の現

状を把握することができた。 
・課題解決に向けて，見通しを持って学習をする

ことができた。 
・調べ学習などが計画的に進むよう，順序立てて

準備することができた。 
・学びを振り返り，ポスターや記事にまとめるこ

とができた。 
 
2）課題 
・学んだことをこれからの生活にどのように活か

していくか，考える場面がなかった。 
・班ごとの活動では，協力して取り組めていた班

とメンバーの役割が偏っていた班があった。テー

マの設定の仕方を工夫して，１人１人が，より興

味のあるテーマに取り組んでいけるようにしてい

く必要がある。 
・今年度の学習を下級生に伝える場面を設定する

表 3 カリキュラムの評価の観点 整理・分析】として，プレゼンテーションソフト

の Power Point などを用いて結果を整理した。全

9 班の内，7 つの班で地図や空中写真を用いてお

り，地図上で場所や位置関係・範囲をわかりやす

く示す意図がみられる。 
 調査を始めてから 2ヶ月後に，【結果の提示】と

して，プレゼンテーションを行った（図 1f，図 7）。
1 班あたり 10 分の持ち時間で調査の結果を報告

した。プレゼンテーションには同級生だけでなく

地元の方も出席している。最後に，【振り返り】と

して，生徒個々で新聞に記事を投稿する形式で，

これまでの活動をまとめ，振り返りを行った。 
 
3）授業の評価方法 
 この授業に対する生徒の評価の方法を簡単に述

べる。先述した目標に照らして，表 3 の 3 つの観

点で総合的に評価した。具体的な方法としては，

3 学年担当の教員が，①「地図作業」「フィールド

ワーク」「取材活動」などの活動の状況と，②提出

されたワークシート（課題設定のプリントや地図

の色塗り作業），生徒が書いた新聞記事，冊子原稿

等などから評価した。 
 
4）外部との関わり 
 本授業では，大学の教員や大学院生，地域の歴

史に詳しい地元の方，先述の新聞記者が外部の協

力者として関わっている。大学は，授業に先立っ

て学校側と授業の進め方の打ち合わせを行い，情

報の獲得・課題の発見・課題の解決・結果の提示

の各授業で参画している（表 1）。質問があれば適

宜答えるようにしていたが，問いかけを重視して，

先入観を与えず，生徒自身で考えてもらうように

心がけた。また，授業で使う資料（図2〜6）を作

成した。これらの資料は，基本的には毎年活用す

ることができる。一方，地域の歴史に詳しい地元

の方には，生徒からの問いに対する助言や，その

問いに対して説明できる適した方の紹介をして頂

いた。地元の方には，課題の解決・結果の提示の

各授業で参画して頂いた。 
 
5）生徒の感想 
 カリキュラムの最後の授業で書いた生徒の新聞

記事をまとめると，全員が調査の結果を簡潔に記

述している。一方，半数に近い17人が調査の感想

を，11人が今後の調査への意欲を，3人が郷土へ

の愛着を，4 人がこの授業が将来への生き方に資

することをそれぞれ記述している。新聞記事を意

識しているため，事実を中心に述べ，かつ文字数

が限定されている中での文章表現であることを考

慮する必要があるが，調査について適切にまとめ，

調査の感想や調査の意欲をコンパクトに表現して

いるといえよう。 
 

学校教員が感じた成果と課題 

 ここでは，この授業を担当した教員から示され

た成果と課題を紹介する。 
1）成果 
・「地図 などの資料や FW での見聞から疑問点を

整理し課題を設定する」という学習の道筋を学ぶ

ことができた。 
・FW や調べ学習を通して，志和中学校周辺の現

状を把握することができた。 
・課題解決に向けて，見通しを持って学習をする

ことができた。 
・調べ学習などが計画的に進むよう，順序立てて

準備することができた。 
・学びを振り返り，ポスターや記事にまとめるこ

とができた。 
 
2）課題 
・学んだことをこれからの生活にどのように活か

していくか，考える場面がなかった。 
・班ごとの活動では，協力して取り組めていた班

とメンバーの役割が偏っていた班があった。テー

マの設定の仕方を工夫して，１人１人が，より興

味のあるテーマに取り組んでいけるようにしてい

く必要がある。 
・今年度の学習を下級生に伝える場面を設定する

表 3 カリキュラムの評価の観点 
・自分や地域の未来について現状から課題を見つけ
ることができる。
・課題解決に必要な情報を収集することができる。
・自分たちの地域・職業や自己の将来に広く目を向
け，活動の意図や目的を明確にして課題を見出して
解決しようとしている。
・目的に応じた手段を選択し，情報が収集できる。
また，相手や目的に応じて内容をまとめ，分かりや
すく表現している。
・学習の仕方や進め方について振り返りながら，学
習や生活に生かしている。
・自分の意思で目標をもって課題の解決に向けた探
究活動に取り組んでいる。
・探究的な活動を通して，自分の生活及び地域との
かかわりを見直し，進んで実社会・実生活の問題の
解決に取り組もうとしている。

著者作成。

【観点1
知識及び技
能】

【観点2
思考力，判
断力，表現
力等】

【観点3
学びに向か
う力，人間
性等】
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べきであった。 
・「この学習をとおして身についた力」を振り返り，

今後の研究（学習）の方向性について考える時間

が持てなかった。 
 以上のように，これまで地域調査になじみのな

かった教員であっても，地域調査の意義や効果を

認識し，調査・研究の手法を生徒が獲得できたと

考えていることがわかる。課題については，カリ

キュラムの運用上の問題であり，今後の改善が可

能な内容といえる。 
 

汎用的な地域学習への方策 

 本活動の地域学習の方法が，他の学校でも活用

できる方策について 2 点述べる。 
1）地図の活用 
 地図は，地域によって差があるものの，約 100
年間にわたり日本全国において過去の地表に関す

る情報が得られる汎用性の高い資料である。また，

その情報は，文字ではなくシンボライズされた情

報であるため，情報を読み解く作業が必要である。

すなわち，答えは地図の中にあるものの，その答

えを導くためには生徒自身で探す必要があるとい

える。これは授業において，生徒が能動的に答え

を探究することに繋がる。 
 現在，地形図の入手は，国土地理院から購入す

る従来の方法だけでなく，地理院地図 2）や今昔マ

ップ 3），ひなた GIS4）などから，ウェブ上で容易

に現在や過去の地形図を入手できる時代となり，

授業準備にかかる手間が軽減されている。地図を

用いた授業が容易にできる環境が現在整っている

といえる。 
 地図作業のポイントしては，あまり広い範囲を

対象に作業をさせないようにすることが重要であ

る。本研究では，色塗りの範囲を 1.5km×1km（作

業する A3 サイズの地図上では 10cm×6.7cm）と

した。これは個人や担当する地図の情報量により

違いがあるが，20~30 分の作業にあたる。限られ

た範囲で，地域の変化が典型的にみられる範囲を

設定する必要があり，そのためには事前に一度教

員が作業を行い，土地利用の変化を見極めた後に，

地図作業の範囲を設定する必要がある。一度地図

を作っておくと，毎年使うことができる。 
 
 

2）学校周辺での地域調査 
 効率的な地域調査を行うためには，学校周辺で

実施することが適当である。その利点として，①

地域の歴史や現状に詳しい地元の方からの協力を

得やすいこと，②生徒自身が暮らしている地域あ

るいは通学で通る地域なので，生徒自身にとって

なじみがあること，③移動時間の短縮や移動中の

事故のリスクが軽減されること，④調べる対象が，

その地域の産業，暮らし，地形，土地利用，行政

の現状やそれぞれの歴史的な変遷など無限にあり，

毎年継続的に本授業を実施したとしても，新しい

テーマを設定して生徒が学ぶことができること，

が挙げられる。ただし，多くの場合，教員は学校

周辺地域の歴史や地理に詳しいわけでない。しか

し，地域の方に積極的に協力を求めることで，地

域調査が実施できる可能性が広がる。また，市町

村史などの文献資料や，パンフレット，地域に残

されている石碑も有用である。 
 本研究での地域・学校・生徒の関係を模式的に

整理した（図 8）。図中の矢印は 3 者同士の関わり

を示し，枠内の文章はそれぞれにとっての意義を

示す。生徒にとっては，これまで考えていなかっ

た視点で身近な地域を新たに捉え直すことになり，

地域への理解・関心・愛着が生まれ，さらに探究

心を育み，探究方法を習得する効果があると考え

られる。地域にとっては，若い世代に地域のこと 
を理解してもらえることが大きな意義であり，若

2）地理院地図 web サイト https://maps.gsi.go.jp （2021/11/6 閲覧） 
3）今昔マップ web サイト https://ktgis.net/kjmapw/ （2021/11/6 閲覧） 
4）ひなた GIS web サイト https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html （2021/11/6 閲覧） 

図 8 本研究における地域調査に関わる生徒・

学校・地域の関係 
矢印は行為，枠内は地域調査における意義を示

す。著者作成。 
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い世代による地域資源の捉え方を認識できること

にも繋がる。学校にとっても地域との連携をこの

授業を通じて強化でき，さらに教員も，生徒が暮

らす学校周辺の地域の現状や課題について理解が

深まる意義などがある。さらに継続的に地域調査

を行うことで，上級生の成果を見ながら下級生が

調査の方法や調べ方，まとめ方も学ぶことができ

る。 
 

終わりに 

 本稿では，2020 年度の東広島市立志和中学校で

実施した，「総合的な学習の時間」における地域調

査について紹介した。具体的には，①地図作業，

②全体フィールドワーク，③班内での議論，④班

別フィールドワーク，⑤班内の整理・分析，⑥プ

レゼンテーション，⑦振り返りの順序で授業を進

めており，地理教育で行われる地域調査の方法と

しては一般的なものである。しかし，「総合的な学

習の時間」において実際に行うことで，本研究で

は改めてその意義を多面的に確認することができ

た。 
 折しも，高等学校地理歴史科では，2022 年度か

ら必履修科目「地理総合」がはじまる。この科目

では，地域調査の内容があり，すべての高校生が

地域調査について学ぶことになる。先取り学習と

なる本授業を行うことで，スムーズに地域調査を

理解することが可能となるだろう。 
 地域調査は，事前に準備をする大変さはあるも

のの，一度配布資料を用意したり，地域との協力

関係が構築できれば，更新することは少ない。一

方，生徒自身で主体的に学ぶことができることか

ら得るものが多い活動ともいえる。地域の方に頼

りつつその成果を地域に還元するといった地域調

査の取り組みが，多くの中学校で広まることを期

待し，本研究がその一助になれば幸いである。 
 

付記 

 本研究にあたり，志和町在住の東広島郷土史研

究会会員の吉本正就氏には，授業全般にわたり貴

重な助言を頂くと共に，地域の方の紹介，郷土資

料の提供をして頂きました。地域の皆様には，忙

しい中，生徒からの聞き取りを快くお引き受けい

ただきました。また，「志和良いとこＰＲ実行委員

会」（代表 松浦和子氏）には，本授業の取り組み

に賛同していただき，本授業の活動をまとめた報

告書の印刷費をご支援頂きました。以上の方々に，

記して感謝申し上げます。 
 なお，本論文に掲載した，授業で用いた資料（図

2〜6）は，紙幅の関係で縮小している。志和中学

校周辺の内容が多いものの，他の地域でも活用可

能な内容を含む。利用を希望する方は筆頭著者（熊

原）宛に連絡をいただければ，オリジナルファイ

ルを提供します。 
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